
令和２年度 山形県バスケットボール協会 U15 委員会  

第１回 代表委員会 議事報告 

                          日時 令和２年８月２日（日） 

                             １５：３０〜１７：３０ 

                          場所 村山市立楯岡中学校 会議室 

はじめに 

 新型コロナウィルス感染防止のため、活動ができない状態で子どもたちの活躍の場がなくな

ってしまったところがありますが、感染防止をしっかり行い、できるだけ子どもたちが活動で

きるようにしていきたいと考えます。ご協力よろしくお願いします。 

 

１ 報告事項  委員長 

  （１）登録及び移籍手続きについて 

     活動開始から２ヶ月以内、最終８月３１日まで登録お願いします。 

  （２）山形県中学生連盟 T シャツ＆ロング T シャツ販売状況と購入のお願いについて 

  （３）令和元年決算報告・令和２年予算 

  （４）令和元年度 D-fund 決算報告書について並び今年度のお願い 

経費の確認 
  暖房費半日５０００円、１日１００００円まで 
  領収書 一般財団法人 山形県バスケットボール協会 
      住所・電話番号・役職名を記入。 

       弁当代・飲食費は含めない。 

 

２ 協議事項 

  （１）令和２年 U15 委員会役員について 

     できるだけ役職がかぶらないように、皆さんで分担していただきたい。 

     U15 委員会規定（改訂）について 

 地区育成委員及び競技委員・審判委員について 
 JBA 登録しているチームの責任者の方は何らかの役割を担っていただき、全体で 

U15 委員会の事業を行なっていきたい。まだ、役割分担ができていないブロック 
は相談していただき、決定しだい委員長に連絡をお願いします。 

 
  （２）D-fund 申請について 

     ①各事業のD―fund 申請状況 

      毎年、９月に次年度の活動を考え、JBA の方に D-fund 申請を行なっています。 

      資料 p４０に例をあげています。 

  （３）新型コロウィルス感染症防止の対策について 

     （各事業において） 

     感染防止のため、各ガイドラインを参照し、出場停止などを明確にしました。 

  （４）大会開催計画について（別紙計画表） 

     県リーグが上山マニア杯と抱き合わせになったため、県決勝リーグの開催地が固定 



     されます。それを踏まえ、山形県ブロック交流会を庄内、最北、置賜地区で回す案 

になります。U13U14 東北育成交流会開催については、各県と相談し決めていく 

ことになります。 

  （５）育成環境整備事業について 

①県育成練習会について 

 １ 県育成選手選出方法について U13 U14 

 訂正・・・U14 育成選手選考にあたって 

      連絡先 寒河江市立陵東中学校 芳賀彰洋先生 

      24 名〜30 名選出→２０名〜３０名選出 

 U14 県育成練習会実施要項 

 ３ ブロック育成交流会 １１／２１→１１／２２（日） 

   第３回目の U14 県育成練習会の実施は難しいので削除。 

  ２ 山形県育成練習会 確認事項について （欠席が許される規定） 

 ３ 今年度のナショナル DC について ジュニアユースアカデミー参加 

    ワイバンズ（陵南中 2 年 宮林美優さん ジュニアユースアカデミートライア 

ウト参加予定） 

     ②各地区育成練習会について 

③スタッフ選出・実施計画について 

 （各地区育成マネージャーは８／３１まで育成委員長に提出） 

  E メールアドレス：寒河江市立陵東中学校 芳賀彰洋先生まで 

④山形県育成ブロック交流会について 

  後ほど要項を U15 委員会ホームページに掲載。 

⑤U1６育成練習会について 

⑥東北３県（U13U14）交流会について 
  今年度福島県は育成活動を実施しないため、 
交流会は秋田・青森・宮城・（    ）と実施することになる予定。 

 （詳しくは第２回常任委員会にて） 
 

  （６）競技環境整備事業について 

①令和２年度 第９回山形県リーグについて 

 ⅰ 大会形式の確認 

  １日目・２日目・決勝リーグ（上山開催）※上山マニア杯と抱き合わせで 

 訂正 １１（４）南北ブロックの決勝リーグ男女各１０チーム→１４チーム 

    P４５の２日目上位リーグ 南７チーム、北７チーム 

  
②U15 クラブバスケットボールリーグについて 

 ⅰリーグ戦運営について 

  D-fund の対象となりますので、他のリーグ戦と同様のやり方でお願いします。 

 本リーグ 第２節９／５、第８節１１／１４の実施は難しい 

 本リーグ参加は男子６チーム、女子４チーム 

 育成（交流）リーグを実施。U14 チーム及びその他のクラブチームで 

 



③全国 U15 選手権大会について 

 ⅰ全国 U15 選手権大会について 

       □外国人留学生規定の確認→JBA ホームページに掲載 

 ⅱ全国 U15 選手権大会山形県予選について 

       □参加条件の変更の確認 

       □指導者資格変更の確認 

 

  （７）審判委員会の活動について 

     ①審判割等について 

     ②審判講習会の手続きについて 

     →２０代の指導者の方には C 級以上の資格を取っていただく。 

 

  （８）規律委員会について 

     特になし 

  （９）指導者育成委員会について 

     特になし 

５ その他 
   移籍について 
   JBA では全中予選後、クラブチームへの移籍を念頭に年１回の移籍を可能としている。 
   中学校チームからクラブチームへの移籍。 
   クラブチームから中学校チームへの移籍。 
   どちらも可能である。 
   例えば、全国U15 選手権予選まで、クラブチーム所属し、その後U14 県リーグに出場 
   するため、クラブチームから中学校チーム移籍するのも現段階では可能である。 

 
県リーグの２チーム参加について 
U14 県リーグ及びU15クラブリーグへの２チーム・３チーム参加も可能である。ただ 
し、ベンチで指揮するスタッフ及び帯同審判は別の人を設定しないとリーグ運営が難し 
くなるため、２チームで参加する場合、必ず資格を持つスタッフをそろえること。 
また、別の大会またはリーグであれば、登録しているチーム内であれば、参加申し込み 
選手を入れ替えることも可能である。ただし、U15 クラブリーグに参加しているチーム 
は、シード権をかけているので、原則U15 クラブリーグへの参加選手はU15 選手権へ 
の参加の場合、同じチームで参加することになる。 

 


